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（ 続紙 １ ）                             

京都大学 博士（  農 学  ） 
氏
名 

小林 慧人 

論文題目 
Life-history strategies of the invasive naturalized tall bamboos 
in Japan 
（日本国内で分布拡大しているタケ類の生活史戦略の解明） 

（論文内容の要旨） 

 タケ類（イネ科タケ亜科に属する植物）には有用植物として世界各地で導入・栽

培されてきたものが多くある。しかし、それらの一部は、近年、管理放棄に伴い野

生化し、既存の森林を置き換えるように拡大しており、日本でも問題になってい

る。本研究では、タケの森林への侵入性にタケ独特の生活史戦略が関わっていると

考え、大型のタケを対象に生活史戦略を定量的に評価した。 

 第１章では、タケの分類や形態・生態学的特徴、世界におけるタケの分布、人間

によるタケの利用と野生化に関する知見をまとめた。また、国内の大型のタケ３種

（マダケ属のモウソウチク、ハチク、マダケ）の分布拡大について、これまでの既

報研究を網羅した。その上で、タケの拡大現象の理解に向け、タケ独特の生活史戦

略の理解が十分でないことを指摘し、地上部と地下部のクローン成長、および有性

生殖に関する未解明の課題を整理した。 

 第２章では、竹稈の空間分布の１回の計測から、タケの拡大速度を定量的に推定

する新たな手法を考案し、実証した。大阪・京都府下で野生化した19のモウソウチ

ク拡大地において、タケ純林から拡大先の森林までの竹稈の空間分布を、タケ純林

先端からの距離に対する積算竹稈数として近似し、その傾きの逆数を拡大指標と考

えた。この拡大指標には、航空写真から読み取れる過去数十年の竹林の拡大速度と

正の相関関係があった。一方、タケ純林の稈密度自体は、過去数十年の拡大速度と

相関していなかった。 

第３章では、ハチク林におけるラメット個体群（竹稈の集合体）の10年間の動態

を解析し、定着後のタケ個体群の維持・成長様式を明らかにした。ラメット個体群

の現存量は、10年間を通して徐々に増加していた。この増加は、竹稈密度の増加で

はなく、新しく太い竹稈による古く細い竹稈の置き換えによってもたらされてい

た。その結果、平均竹稈重量は増加し、竹稈密度は逆に低下していた。平均竹稈重

量と竹稈密度の関係は、同種同齢の植物個体群の発達過程にみられる自己間引き則

（-3/2則）に従った。また、10年間の動態調査により、新しいラメットの生産量に

は明らかな隔年周期が観察された。この原因は気候条件では説明できず、内的なメ

カニズムに起因することが考えられた。 

第４章では、モウソウチク林において4年間の調査を通して地下茎の重要性を研

究した。地下茎の生産速度は、竹林全体の純一次生産量の10%であった。一方で、

地下茎の現存量は、竹林全体の現存量の19％であり、純一次生産量の地下茎への配
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分率より高かった。この原因は、炭素の回転率（寿命の逆数）が他の器官に比べて

地下茎で小さかったことによる。また、既存のデータベースを用いて、同サイズの

樹木とモウソウチクの器官の重量分配を比較したところ、モウソウチクの方が地下

器官へのバイオマス分配が平均で1.9倍高く、地下茎の存在が地下部バイオマス分

配の増大に貢献していると考えられた。一方で、モウソウチクでは、木本植物に比

べ、葉へのバイオマス分配が低いこともわかった。 

第５章では、ハチクの有性生殖戦略を研究した。ハチクは約120年周期で開花・

枯死すると考えられているが、近年、国内各地で稀な開花イベントが報告されてい

る。一斉開花が見られたハチク林の５調査地において繁殖器官への栄養元素の投資

比率を調べたところ、地上部構造に含まれる窒素とリンの約60％が花序に分配され

ていた。しかし、開花後、種子は結実せず、実生も見られなかった。一方、一斉開

花した林分においては、12%のラメット（竹稈）が開花イベントに参加せず、これ

らの地下茎からは新たに短い稈が発生した。ハチクは厳密には一回繁殖型ではな

く、一部は残存し栄養繁殖を続けるため、個体群が長期間維持できると考えられ

た。 

第６章では、以上の結果を総合的に考察した。タケ個体群の拡大の程度は、森林

に侵入したタケと樹木との間の光競争によって決まると指摘した。タケは一旦優占

すると、古く細いタケを新しく太い竹稈へ２年周期で置き換えることにより、竹林

全体が成長し続けることができ、これが他種の侵入を防いでいることを指摘した。

タケの地下茎は長寿命であるため、タケの成長だけでなく、生態系の炭素蓄積の面

からも重要であることを指摘した。ハチクは約120年周期で開花し、多量の栄養元

素を繁殖器官に分配するが、種子の結実は見られないため、竹林を減らすには、一

斉開花時に個体群管理を行うのが効果的であることを指摘した。その一方で、一斉

開花後も一部のラメットは繁殖せずに残存し、クローン成長を継続するため、放置

すれば、竹林は長期に渡って維持されることを指摘した。これらの知見は、タケの

生活史戦略の理解を深化させ、放棄竹林の管理に資するものである。 

 

 

 
注)論文内容の要旨と論文審査の結果の要旨は１頁を３８字×３６行で作成し、合わ

せ 
て、３,０００字を標準とすること。 
論文内容の要旨を英語で記入する場合は、４００～１,１００wordsで作成し 
審査結果の要旨は日本語５００～２,０００字程度で作成すること。 
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（続紙 ２ ）                            

（論文審査の結果の要旨） 
 

近年、日本において、管理放棄された大型タケ類が分布を拡大させ周辺の自然

生態系に侵入し、生態系管理上の大きな問題となっている。多くの侵入種がかく

乱地に侵入するのに対して、大型タケ類は安定した森林に侵入するという特徴を

持つ。本研究は、この大型タケ類の侵入性にタケ独特の生活史戦略が関わってい

ると考え、特に地上部成長様式、地下部成長様式、有性生殖戦略に着目し、生活

史戦略を定量的に解析した。本研究の評価できる点は以下の通りである。 

 

1. 侵入地における竹稈の空間分布の計測から、タケの拡大速度を推定する新

手法を考案した。 

2. 大型タケ類の森林への侵入性と侵入後のラメット集団の維持には、竹稈の

光獲得様式の優位性、地下茎への高いバイオマス分配、ラメットの入れ替

えによる地上部現存量の増大、などタケ独特の生活史戦略が関わっている

ことを発見した。 

3. ハチクの一斉開花現象における必須栄養元素の繁殖器官への投資比率と結

実状況を調べ、開花には大量の資源投資が生じているにもかかわらず結実

が起こっていないことから、分布拡大には有性生殖が効果的に関わってい

ない可能性を指摘した。 

4. 分布拡大途上のタケ林の管理方法あるいは森林に侵入して定着したタケ林

の駆除方法をタケ類の生活史戦略に基づき提言した。 

 

 以上のように、国内で分布拡大が問題になっている大型タケ類の生活史戦略に

関わる重要な特性を多面的に明らかにした研究として、森林生態学、植物生理生

態学、保全生態学の発展に寄与するところが大きい。 

よって、本論文は博士（農学）の学位論文として価値あるものと認める。 

  なお、令和３年２月１０日、論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した

結果、博士（農学）の学位を授与される学力が十分あるものと認めた。 

また、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、

公表に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを

認める。 

 

 
注）論文内容の要旨、審査の結果の要旨及び学位論文は、本学学術情報リポジトリ

に掲載し、公表とする。 



 

- 4 -

ただし、特許申請、雑誌掲載等の関係により、要旨を学位授与後即日公表する
ことに支障がある場合は、以下に公表可能とする日付を記入すること。  
要旨公開可能日：   年   月   日以降（学位授与日から３ヶ月以内） 

 


